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はじめに 

  弊社は群馬県前橋市に本社を置く、総合エンジニアリング企業として、 

主に建築,空調・衛生，冷凍冷蔵，上下水道設備の企画・提案， 

設計・施工，メンテナンスのワンストップサービスを提供している会社です。 

  群馬県は草津温泉，富岡製糸場で有名な県でもあります。 

  私が所属しております温浴事業部は発足後12年が経過し、今までに 

約100施設の温浴施設、ホテル・旅館の設計・施工およびろ過器・消毒装 

置の設置実績があります。 

  私共は研究者ではありませんが、群馬県衛生環境研究所とレジオネラ 

汚染の対策について共同研究を継続しております。 

  その過程で苦い経験もあり、その経験等をお話しすることで少しでも 

皆様のお役に立てれば幸いです。 
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1.全国のレジオネラ症届出件数  
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1999年 2000年 2001年 2002年 2003年 2004年 2005年 2006年 2007年 2008年 2009年 2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年
2016年
死亡数累計 全国のレジオネラ症届出件数 高橋幸雄様ご提供

1週 4 1 1 0 1 0 5 1 4 4 8 7 10 12 12 12 14

2週 5 4 4 3 6 2 13 12 13 16 16 19 20 22 34 35 40

3週 8 8 8 8 8 8 20 21 30 32 29 30 36 36 54 58 65

4週 10 10 15 12 10 13 28 28 49 55 41 44 45 54 73 83 86 12

5週 10 12 15 15 11 18 36 37 75 69 55 54 60 73 94 113 108

6週 12 13 19 18 12 21 44 40 89 78 64 65 73 89 111 131 130

7週 14 13 20 21 14 21 53 47 97 87 69 75 86 99 129 153 148

8週 16 15 21 25 17 21 64 54 118 99 83 81 102 111 155 176 169 20

9週 17 15 22 30 19 22 71 64 130 107 89 92 116 120 171 185 192

10週 19 17 25 32 20 23 78 69 148 117 101 99 124 137 187 208 214

11週 22 17 27 33 20 27 82 77 164 126 107 103 135 153 202 229 230

12週 26 20 28 35 24 28 84 85 171 134 120 112 144 167 213 242 243

13週 34 24 29 35 24 29 91 89 180 147 129 122 153 179 228 257 258 25

14週 0 43 24 32 35 25 31 99 95 195 156 138 129 165 187 242 281 275

15週 2 50 24 34 38 26 32 103 101 207 165 142 139 176 196 257 296 292

16週 3 54 24 35 41 26 33 106 109 221 177 149 150 179 204 269 315 312

17週 4 58 26 35 48 31 36 111 122 233 187 163 160 192 212 282 342 333 27

18週 5 58 28 36 48 31 38 114 130 249 199 170 169 203 218 299 364 346

19週 6 61 28 37 50 32 42 119 139 260 203 178 185 220 232 316 374 379

20週 8 63 29 38 50 35 48 127 144 272 213 193 199 236 248 329 388 410

21週 8 63 31 41 50 36 56 145 151 288 224 202 208 253 264 354 404 445 31

22週 9 66 33 42 51 44 59 156 165 299 236 215 222 280 282 379 453 467

23週 12 67 34 44 52 52 66 165 181 319 244 224 239 296 292 408 479 494

24週 14 68 38 46 57 55 75 175 200 344 261 235 260 311 310 432 506 527

25週 16 75 39 47 58 62 79 185 216 367 284 244 279 346 328 464 547 568

26週 19 81 39 48 59 66 83 207 232 386 303 276 310 375 361 499 594 606 36

27週 22 86 41 51 62 69 91 220 255 406 311 301 329 407 408 537 637 657

28週 23 90 42 55 68 73 101 232 273 430 330 319 355 429 457 570 690 696

29週 25 92 42 55 74 75 112 242 295 461 351 352 377 461 509 612 750 736

30週 25 101 44 62 77 76 123 261 316 473 373 393 393 485 534 640 813 787 39

31週 26 110 45 77 83 82 132 292 353 494 398 411 421 501 563 668 858 814

32週 28 113 45 92 83 86 140 304 368 528 418 429 427 511 605 692 896 846

33週 29 118 45 101 91 88 148 318 382 543 440 446 440 526 647 713 924 874

34週 31 118 45 109 94 91 154 327 398 558 450 463 459 535 674 748 938 892

35週 32 121 46 116 99 93 157 334 402 578 462 473 487 552 695 784 970 936

36週 33 122 47 122 103 96 166 351 415 603 481 495 507 562 727 818 1,020 989

37週 34 123 50 127 109 101 170 362 435 637 491 509 532 585 742 844 1,079 1,023

38週 36 124 53 129 110 102 181 374 449 654 497 527 554 607 779 882 1,128 1,054

39週 36 125 56 134 113 106 190 388 471 667 501 539 575 617 804 914 1,181 1,121

40週 38 127 60 136 114 109 192 401 486 690 511 557 607 640 829 938 1,226 1,193

41週 39 128 61 140 120 111 199 411 499 701 518 574 620 658 858 955 1,267 1,256

42週 39 129 66 144 123 120 211 424 516 717 535 593 639 685 880 985 1,303 1,289

43週 41 132 70 146 126 121 223 437 530 736 551 609 658 699 919 1,005 1,326 1,332

44週 41 132 73 149 128 126 231 442 548 752 562 625 675 720 945 1,036 1,347 1,366

45週 44 132 75 152 130 134 241 447 562 772 576 647 694 740 978 1,054 1,369 1,397

46週 46 135 75 156 131 136 248 453 573 789 591 663 710 758 995 1,076 1,396 1,441

47週 48 136 77 159 133 140 256 465 584 805 604 676 730 785 1,024 1,092 1,424 1,466

48週 49 137 80 160 133 142 262 479 599 818 625 682 753 814 1,050 1,121 1,457 1,496

49週 53 145 80 160 137 146 266 490 620 825 640 695 770 835 1,065 1,140 1,500 1,516

50週 54 149 82 164 141 149 270 496 631 849 655 701 784 855 1,084 1,174 1,525 1,538

51週 56 150 84 165 143 154 276 507 643 862 669 718 797 874 1,095 1,201 1,557 1,572

52週 56 154 86 167 146 160 281 519 668 893 685 751 818 899 1,124 1,248 1,576

53週 161 717 1,587

175% -44% 94% -13% 10% 75% 85% 29% 34% -20% 5% 9% 10% 25% 11%
201 3 . 5 . 1 5 56 154 86 167 147 160 281 518 668 896 712 751 819 903

1999年 2000年 2001年 2002年 2003年 2004年 2005年 2006年 2007年 2008年 2009年 2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 16年51週 16.7末(30週)

53週 56 154 86 167 146 161 281 519 668 893 717 751 818 899 1,124 1,248 1,587 1,572 787

死亡 13 15 14 8 21 31 31 46 58 43 56 58 64 65 59 27 39
死亡率 単位：％ 15.1 9.0 9 .6 5 .0 7 .5 6 .0 4 .6 5 .2 8 .1 5 .7 6 .8 6 .5 5 .7 5 .2 3 .7 5 .0

1999年 2000年 2001年 2002年 2003年 2004年 2005年 2006年 2007年 2008年 2009年 2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年

51週 56 150 84 165 143 154 276 507 643 862 669 718 797 874 1,095 1,201 1,557 1,572

このデータは、「国立感染症研究所感染症疫学センターＨＰ」及び「東京都感染症情報センターＨＰ」の「感染症発生動向調査週報」データを集計したものです。　(注意）全国の患者数は､集計後に医師から追加届があると遡及して増加しています。

死亡者数＝「厚生労働省統計表データベース」⇒「人口動態調査　【平成18年 1C 上巻 死亡 第5.29表 感染症分類別にみた年次別死亡数及び率（人口10万対）】 太数字 は、確定数字です。
死亡者数(概数)＝「e-Stat 政府統計総合窓口」HP 統計表一覧 ： 「人口動態調査」 > 「平成　　年人口動態統計」 > 月報（概数） > 「第７表感染症による死亡数，死因（感染症分類）別・対前年比較」

http://www.e-stat.go.jp/SG1/estat/GL08020101.do?_toGL08020101_&tstatCode=000001028897&requestSender=dsearch

213.5,15 56 154 86 167 147 160 281 518 668 896 712 751 819 903 ←

1999年 2000年 2001年 2002年 2003年 2004年 2005年 2006年 2007年 2008年 2009年 2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年

53週 56 154 86 167 146 161 281 519 668 893 717 751 818 899 1,124 1,248 1,587 ← 「年別一覧表」の数値

対前年度増減比

The Topic of This Month Vol.34 No.6(No.400)niyoruによる　レジオネラ症　2008.1～2012.12  (IASR
Vol. 34 p. 155-157: 2013年6月号)　における数値
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2.なぜ届出件数が増え続けるのだろう？①  

―３― 

・検査実施率の向上 

 

  ・急性肺炎の原因の多くが、肺炎球菌とレジオネラ属菌であること。

 

  ・症状の進行が速いので診断を迅速に行わなければならないこと。 

 

  ・これらのことに関して、医師の理解度が上がってきたこと。 



2.なぜ届出件数が増え続けるのだろう？②  
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②．ハード的な側面 
    

    ・ろ過器がLgの供給装置に成り易いこと 

 

    ・循環ろ過設備は、その他にも危険部位が多岐にわたること 

 

     

    ・浴槽そのものが危ない 

温浴設備はそもそも危険な設備である 

届出件数は増えるべくして増えているのでは? 

施工に起因する問題 
 
清掃に起因する問題 



2.なぜ届出件数が増え続けるのだろう？③  
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③．ソフト的な側面 
    

・施設の作り手側、運営側がレジオネラ症届出件数の実態を知らない。 

 

・すなわち「危険な施設を作る」という認識がない。 

 

・どこが危険なのかの認識が極めて不十分。 

 

・日本の建設業界の体質として、建物を作ったら終わり。 

     

・Lg検出 ⇒ 原因究明を伴わない洗浄・消毒では問題が解決しない。 

届出件数は増えるべくして増えているのでは? 
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浴槽ろ過設備の衛生管理上の危険部位・注意点と安全対策  3.ろ過器の問題点と対策 ①  
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積層ろ過器の致命的欠点 ろ材の構成 

3.ろ過器の問題点と対策 ②  
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条例は「逆洗浄にはろ過器の洗浄効果がある」ことが前提だが 

上表の施設は1日3回逆洗浄 

3.ろ過器の問題点と対策 ③  

こんなろ過器が設置されてよいのか？ 

  
逆洗浄排水中の ろ過器に残った 

アメーバ 微小動物 SS アメーバ 微小動物 SS 

通常逆洗浄 5 3 33 67 47 4,140 
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3.ろ過器の問題点と対策 ④  

こんなろ過器が設置されてよいのか？ 
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ろ過器及び循環配管は、1週間に1回以上、ろ過器を十分に逆洗浄して汚濁を
排出するとともに、適切な消毒方法で生物膜を除去すること。 
（レジオネラ症防止マニュアル） 

効果的なろ過器の洗浄・消毒方法の一例 

3.ろ過器の問題点と対策 ⑤  

では具体的にはどうする？ 
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施設でできるろ過器の消毒・洗浄方法 
（ろ過器内を50mg/lの塩素とエアレーションによる攪拌効果により消毒洗浄） 

 ※鉄製のろ過器等、腐食の恐れがあるときは塩素濃度を下げて実施してください 

① ろ過器を停止。 

② ヘアキャッチャー前後のバルブ（ﾊﾞﾙﾌﾞ1、ﾊﾞﾙﾌﾞ2）を閉 

③ ヘアーキャッチャーに次亜塩素酸ナトリウムをろ過器内が 

    塩素濃度50mg/になる量を投入     

④ ろ過器五方弁ポジションを逆洗ポジションとする。 

⑤ 排水バルブ3を開け、ろ過器内の水を若干排水する。 

⑥ ヘアーキャッチャー前後のバルブ（ﾊﾞﾙﾌﾞ1、ﾊﾞﾙﾌﾞ2）を開  

⑦ ろ過ポンプを10秒程度稼動して塩素をろ過器内に移送 

⑧ ヘアーキャッチャー手前（ろ過戻り管）のバルブ２を閉 

⑨ ブロアーポンプをろ過ポンプ〜ろ過器までの配管にあるタッピングに接続 

⑩ ブロアーポンプ接続タッピングからろ過器までの配管にあるバルブ（ﾊﾞﾙﾌﾞ1)を開 

   ※ヘアキャッチャー手前のバルブ（ﾊﾞﾙﾌﾞ2）が閉まっているのを確認 

⑪ ブロアーポンプを稼動。ろ過器内にエアーを吹き込み、ろ過器内をエアー撹拌。 

   （30分程度） ※バルブ4の調整必要   

⑫ ブロアーポンプを停止。   

⑬ ヘアキャッチャー手前（ろ過戻り管）のバルブ２を開け、 

通常の逆洗・洗浄を行って終了。 

※次亜塩素酸ナトリウム(12%)投入量の計算 

   50mg/l（g/㎥) × ろ過器内水量(㎥) × 100/12 

 = 次亜塩素酸ﾅﾄﾘｳﾑ投入量(g≒ml）  

1週間に1回以上 

※配管にタッピングが 

ない場合はろ過ポンプ 

吐出側フランジのタッ 

ピングを利用 

3.ろ過器の問題点と対策 ⑥  
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3.ろ過器の問題点と対策 ⑦  

T氏の教え 

ろ材としてタオルを使用 
＋ 

タオルを毎日洗濯 オートロールフィルターろ過器 

ろ材が常に新品に置き換わる。 
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3.ろ過器の問題点と対策 ⑧  

ろ過器に対する提案 

 条例では「市販のろ過器はきちんと逆洗浄できる」すなわち 
「捕捉した人間由来の汚れを排出できる機能を有する」前提と
しています。 
 しかし、実態はそうではないと思われ、このことで、悲惨な事
故にもつながりかねません。 

ろ過器の製品としての評価は必要と思われますが、いかが
でしょう？ 
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4.温泉送水設備の問題点と対策 ①  

＜問題点＞ 

・メタンガス対策により外部からLgが浸入し易い環境が増えている。 

・温泉槽に塩素が注入されていない。 

・浴槽までの温泉送水配管の洗浄を行ったことがない。 
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4.温泉送水設備の問題点と対策 ②  

①. 温泉槽の消毒 
   ①-1・・・温泉井戸ポンプに連動した点滴注入 
   ①-2・・・温泉槽撹拌ラインを設けて塩素注入 

②. 温泉槽～温泉送水配管の洗浄・消毒 
   ②-1・・・既築案：浴槽～温泉槽までの仮設配管を設け、温泉槽にスケール除去剤等を投入し、 
               循環洗浄・消毒 
                          ※浴槽循環配管洗浄後の過酸化水素等の利用も可 
   ②-2・・・新設案：あらかじめ温泉槽～浴槽直近までの洗浄循環配管を設けておく。 

③. 浴槽直近温泉送水配管の洗浄 
   ③のような配管としておくことで、ろ過循環配管の過酸化水素等による洗浄後、温泉送水配管の 
   洗浄が効率良くできる。 
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男・女浴槽を別々に洗浄するのが理想。 

 ※ゆっくりした流量だと洗浄効果が劣るため 

「連通管に水抜バルブを設けて、排水できる 

ようにしておく。」といった指導も聞くが、 

経験的には殆ど効果はない。 

５.連通管の洗浄  

新築時のアドバイス 

最近は連通管を設けなくとも男女浴槽の水位バランスを 
保てる技術があるため、その方法を推奨して頂きたい。 
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5連ジェットノズル内面 

6.浴槽での問題点 ①  
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従来の化粧プレート 
( 4 weeks later ) 

穴開き化粧プレート
（ 3 weeks later ) 

穴開き化粧プレート
（ 6 weeks later ) 

レジオネラ属菌 
（ cfu  ) 

4000 不検出 200 

従来の化粧プレート 

化粧プレート裏にバイオ
フィルムが形成された。 

水の通りが良くない。 
レジオネラ属菌の温床に 

化粧プレートに穴を開
け水の通りを良くした。 

レジオネラ属菌の発生
を抑制できた。 

穴開き化粧プレート 

6.浴槽での問題点 ②  

この結果をふまえてメーカーに検討を依頼中 



事例１（設計上の問題） 

吐水口内の清掃が 
できない 
バイオフィルムの 
堆積が防げない 
湯溜りが 
できないように 
すること 6.浴槽での問題点 ③  
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事例3 

事例２  内部に水が入り込み  レジオネラが繁殖 
吐水口の躯体内部に隙間があるため、

水が躯体内部に入り込み、そこでレジ

オネラが繁殖 ・浴槽の新築・改修の際は    躯体内部の施工に注意  が必要 
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７.拭き取り検査でわかる危険部位 ①  

部位により拭き取り面積が異なるため、レジオネラ属菌数はあくまで参考値 
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男

女

男

女

男

女

男

女

男

女

男

女

陰性

陰性

框 ｼﾙｸの湯

陰性

陽性（   100）

陽性（   100）

陽性（   100）

陰性

陰性

壺湯

うたた寝湯

ｼﾞｪｯﾄﾊﾞｽ①

ｼﾞｪｯﾄﾊﾞｽ②

ｵｰﾊﾞｰ側溝 ｼﾙｸの湯

陽性（ 4,100）

陽性（ 2,100）

陽性（20,000）

陽性（ 1,800）

７.拭き取り検査でわかる危険部位 ②  

部位により拭き取り面積が異なるため、レジオネラ属菌数はあくまで参考値 
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７.拭き取り検査でわかる危険部位 ③  

部位により拭き取り面積が異なるため、レジオネラ属菌数はあくまで参考値 
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WF-2

ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ水槽
塩ビﾎﾞﾙﾄｶﾊﾞｰ

陽性

（200000CFU以上）

WF-2

ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ水槽
陰性

WF-2

ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ水槽
陰性

内壁面

水位電極

電気風呂

（男）

電極板裏

陰性

電気風呂

（女）

陽性

（200CFU）

WF-6

ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ水槽 温泉流入口

陽性

（2000CFU）

７.拭き取り検査でわかる危険部位 ④  

部位により拭き取り面積が異なるため、レジオネラ属菌数はあくまで参考値 
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（1）浴槽水レジオネラ検査結果

10未満

10未満

10未満 10 10未満

採水箇所

10未満 10未満 10未満

2013/3/11

ｱﾄﾗｸｼｮﾝﾊﾞｽ（男）

レジオネラ属菌　(CFU/100ml)

ｱﾄﾗｸｼｮﾝﾊﾞｽ（女）

2013/5/20 2013/6/24 2013/7/17 2013/7/23

10未満 10未満

10未満

2013/7/1

10未満

10未満10未満

2013/7/30

（2）拭取り検査結果

2013/7/302013/3/12 2013/5/21 2013/6/25 2013/7/2 2013/7/17 2013/7/23

- -

陰性 - 陰性 陰性

ｱﾄﾗｸｼｮﾝﾊﾞｽ

（女）
陰性 陰性 - - -

ｱﾄﾗｸｼｮﾝﾊﾞｽ

（男）
ｴｱｰ吸込み

陰性 陰性 陰性

陰性 陰性

ｱﾄﾗｸｼｮﾝﾊﾞｽ

（女）
陰性 陰性 - - - - -

- -

ｱﾄﾗｸｼｮﾝﾊﾞｽ

（男）
水位計

陰性 陰性 陰性 陰性 -

陰性 - 陰性
陽性

（100CFU）

ｱﾄﾗｸｼｮﾝﾊﾞｽ

（女）
陰性 陰性 - - -

ｱﾄﾗｸｼｮﾝﾊﾞｽ

（男）
浴槽框下部

陰性 陰性 陰性

陰性
陽性

（100CFU）

ｱﾄﾗｸｼｮﾝﾊﾞｽ

（女）
陰性 陰性 - - - - -

- -

ｱﾄﾗｸｼｮﾝﾊﾞｽ

（男）
ｵｰﾊﾞｰ側溝

蓋

陰性 陰性 陰性 陰性 -

陰性
陽性

（12100CFU）

陽性

（4600CFU）

陽性

（20000CFU

以上）

ｱﾄﾗｸｼｮﾝﾊﾞｽ

（女）
陰性

陽性

（20000CFU

以上）

- - -

ｱﾄﾗｸｼｮﾝﾊﾞｽ

（男）
ｼﾞｪｯﾄﾉｽﾞﾙ

陽性

（10000CFU

以上）

陽性

（5500CFU）
陰性

拭取り箇所
拭取り状況

レジオネラ属菌

箇所 部位

ジ
ェ
ッ
ト
ノ
ズ
ル
プ
レ
ー
ト
は
危
険 

７.拭き取り検査でわかる危険部位 ⑤  
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（2）拭取り検査結果

（1）浴槽水レジオネラ検査結果

10未満 10未満ｼﾙｸ風呂（女） 10未満 10 10未満 10未満 10未満

2013/7/23 2013/7/30

ｼﾙｸ風呂（男） 10未満 10未満 10未満 10未満 10未満 10未満 10未満

採水箇所
レジオネラ属菌　(CFU/100ml)

2013/3/11 2013/5/20 2013/6/24 2013/7/1 2013/7/17

- -

陽性

（4100CFU）
- 陰性 陰性

ｼﾙｸ風呂

（女）
陰性

陽性

（100CFU）
-

陰性

1CFU
-

ｼﾙｸ風呂

（男）
ｵｰﾊﾞｰ側溝

蓋

陽性

（1900CFU）

陽性

（300CFU）
陰性

陰性 陰性

ｼﾙｸ風呂

（女）
陰性 陰性 -

陰性

0CFU
- - -

- -

ｼﾙｸ風呂

（男）
ｵｰﾊﾞｰ側溝

陰性 陰性 陰性

陽性

（20000CFU

以上）

-

陽性

（20000CFU

以上）

- 陰性
陽性

（400CFU）

ｼﾙｸ風呂

（女）
陰性

陽性

（20000CFU

以上）

- - -

ｼﾙｸ風呂

（男）
踏み台裏

陽性

（9400CFU）

陽性

（2100CFU）
陰性

2013/7/23 2013/7/30

拭取り箇所
拭取り状況

レジオネラ属菌

箇所 部位 2013/3/12 2013/5/21 2013/6/25 2013/7/2 2013/7/17

７.拭き取り検査でわかる危険部位 ⑥  

清
掃
し
づ
ら
い
設
計
・
施
工
は
不
可 
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＜ろ過器について＞ 

・ろ過器の問題及び有効な対策についてご一考願いたい。 

（20） 公衆浴場の営業を新たに開始した場合は営業   
     を開始した日から1月以内に3回以上、循環式  
         浴槽を新たに設置し、又は既存の浴槽を循環 
         式浴槽に改造した場合は当該浴槽の運用を開  
         始した日から1月以内に3回以上、浴槽水の水 
         質検査を行い、その結果を検査の日から3年間 
         保管すること。 

（21）  （19）及び（20）に規定する水質の調査の結果 
        は、自主的な公表に努めるとともに、毎年4月30 
        日までに、前年の4月1日に始まる年度内におい 
        て実施した当該結果を、施設の所在地を管轄す 
        る保健所の長に報告すること。 

・2か月以降も半年間は月1回の水質検査をお願い 
 して頂きたい。 
 
・オーナー様は設計会社、施工会社に対し、左記・上記 
 を含め、一年間の水質検査とLg検出時の原因究明、 
 処置までを契約条件にして頂きたい。 

提案 

こういった規制をかけないと、レジオネラ症件数の削減に至らないと思われる。 ＜オープン後の水質検査＞ 

宮崎県条例 

8,厚労省・研究者・保健所担当者様へのお願い ①   
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＜新店あるいは改修計画時のオーナー、設計事務所、施工会社と打ち合わせに際して＞ 

・レジオネラ症患者数（届出件数）の実態を知らせて頂きたい。 

＜オープン前＞ 

8,厚労省・研究者・保健所担当者様へのお願い ②   

誰も実態がわかっていない 
危険だと思っていない 

・本日の内容を含めて、少しでも不幸な事故を無くすために、設計・施工上の注意点として 
 この資料を役立てていただけないでしょうか。 

・P-5の通り、日本の建設業界は建物が完成したら終わりの体質がある。しかし、特に温浴施設 
 にとって大切なのは運用しだしてからである。 
 したがって前項のように設計会社、施工会社に1年間の水質に対する責任を持つようオーナー様 
 に働きかけて頂きたい。 

・施設従業員、設計事務所、施工会社に対し、運営上の注意点の講習会を開いて頂け 
 ないでしょうか。 

＜その他提案＞ 

・保健所担当者様も転勤があり、また、温浴施設の設備は複雑なため、その把握は簡単では 
 ありません。 
 出来ましたら、各都道府県保健所で、民間のノウハウを所有する会社とパートナー契約等を 
 結んで、共にこの問題に向き合って頂くことをお勧め致します。 
 あるいは民間会社の経験者の採用等も一考ではないでしょうか？ 


